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　被災地の支援活動に携わり、国や自治体の防災政策にも関わってい
る講師から、阪神淡路大震災・能登半島地震などの避難生活の話を聞

き、必要な備えについて考え
ます。事前申し込みが必要で
すので、申し込み方法など詳
しくは、下のコードからご確
認ください。
　▶日時　６月23日㈰午後１
時30分から　▶場
所　八千代台東南
公共センター

　毎年６月23日から29日までは「男女共同参画週間」です。６年度のキャッチフレーズは
「だれもがどれも選べる社会に」。この機会に男女共同参画について考えてみませんか。
市ホームページでも、４コマまんがでわかりやすく紹介しています。

お問い合わせは
男女共同参画センター

４85-7088へ
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男女共同参画男女共同参画
６月23日～29日は男女共同参画週間です６月23日～29日は男女共同参画週間です

まんがまんが
で見るで見る

性別では決められない自分らしさ

結婚や出産、仕事はどうする？

生活と仕事の両立って結構大変

　「赤は女子、青は男子」「男らしい、女らしい」など、無意識
のうちに持っている偏見や思い込みのことを「アンコンシャス・
バイアス（無意識の思い込み）」といいます。育つ環境のなか
で知らず知らずのうちに刻み込まれ、固定観念になっていきま
す。好きなこと、したいこと、得意なことは人それぞれ。それ
が性別では決められない自分らしさです。

　誰もがさまざまな活動に参加できるようにするためには、生
活と仕事の両立「ワーク・ライフ・バランス」が大切です。例
えば、男性の育児休暇の取得率はここ数年少しずつ上がってい
ますが、まだまだ少なく、取得しやすい環境づくりが求められ
ています。

　結婚したり、子どもが生まれたときに、仕事か家庭かの二者
択一を迫られてしまうのでは、働きたい人が生き生きと働くこ
とができません。多様で柔軟な働き方ができる環境が重要です。
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男女共同参画週間事業講演会を開催します

被災地から学ぼう！命と健康を守る避難生活

▲ ナイスさんかく


